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一
　
教
育
計
画
論

著
書
　
　
　
　
　
　
．

『
教
育
の
計
画
化
』
（
総
合
労
働
研
究
所
、
七
七
年
）

編
著
書

『
講
座
目
本
の
学
カ
』
第
四
巻
（
日
本
標
準
、
七
九
年
）

論
文「
農
村
社
会
と
教
育
」
（
大
河
内
一
男
他
編
『
教
育
学
全
集
』
第
十
四
巻
、

小
学
館
、
六
八
年
）

「
労
働
と
惰
操
教
育
」
（
中
野
佐
三
・
滑
川
遺
夫
編
『
現
代
教
育
研
究
』
第

十
四
巻
、
目
本
標
準
、
六
八
年
）

「
日
本
農
村
の
構
造
的
変
化
と
教
育
」
（
『
教
育
』
六
八
年
四
月
号
）

「
教
育
目
的
論
論
議
の
為
の
基
礎
作
業
」
（
『
教
育
』
六
九
年
二
月
号
）

「
異
議
中
し
立
て
」
（
『
教
育
』
六
九
年
八
月
号
）
．

「
資
本
主
義
と
教
育
」
（
五
十
嵐
顕
編
『
講
座
現
代
民
主
主
義
教
育
』
第

一
巻
、
青
木
書
店
、
七
〇
年
、
小
川
利
夫
共
筆
）

「
教
育
要
求
の
水
路
」
（
『
教
育
』
七
三
年
十
一
月
号
）

「
地
域
教
育
運
動
は
何
を
問
う
て
い
る
か
」
（
『
教
育
』
七
四
年
十
二
月
号
）

「
教
育
計
画
論
の
復
権
」
（
一
橋
犬
学
研
究
年
報
『
社
会
学
研
究
』
十
四
、

七
五
年
三
月
）

「
住
民
自
治
と
教
育
要
求
」
（
『
日
本
教
育
法
学
会
年
報
』
第
四
巻
、
有
斐

閣
、
七
五
年
）

「
教
育
要
求
と
教
育
の
計
函
化
」
（
五
十
嵐
顕
・
矢
川
徳
光
編
『
講
座
目

本
の
教
育
』
第
一
巻
、
新
日
本
出
版
社
、
七
六
年
）

「
教
育
の
計
画
化
」
（
中
内
敏
夫
編
『
教
育
学
概
論
』
有
斐
閣
、
七
七
年
）

「
地
域
の
人
間
形
成
カ
の
教
育
的
再
構
成
」
（
『
生
活
指
導
』
第
二
二
九
号
、

七
七
年
二
月
）

「
教
育
計
画
の
主
体
と
課
題
」
（
『
講
座
日
本
の
学
カ
』
第
四
巻
、
目
本
標

準
、
七
九
年
、
中
内
敏
夫
共
筆
）

「
発
達
を
保
障
す
る
教
育
運
動
と
教
育
計
画
」
（
『
子
ど
も
の
発
達
と
教
育
』

第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
七
九
年
、
中
内
敏
夫
共
筆
）

「
地
域
」
（
『
講
座
・
教
育
の
方
法
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
八
六
年
）

「
地
域
と
学
校
－
周
暮
里
中
農
業
実
習
に
ま
な
ぶ
」
（
『
教
育
』
八
六
年

八
月
号
）
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「
地
域
か
ら
教
育
改
革
を
考
え
る
1
英
国
一
自
治
体
の
教
育
計
画
に
ま

な
ん
で
」
（
『
教
育
』
八
七
年
一
月
号
）

「
国
土
計
画
と
教
育
計
画
」
（
『
教
育
』
八
七
年
八
月
号
臨
時
増
刊
号
）

「
地
域
教
育
計
画
論
研
究
（
そ
の
一
）
（
そ
の
二
）
」
（
『
東
京
大
学
教
育
行

政
学
研
究
室
紀
要
』
第
十
号
・
第
十
一
号
、
九
〇
年
・
九
一
年
）

「
教
育
的
価
値
の
社
会
的
規
定
性
（
上
）
」
（
『
〈
。
教
育
と
社
会
V
研
究
』
第

八
号
、
九
八
年
八
月
）

書
評「
開
か
れ
た
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
ー
海
老
原
治
善
著
『
地
域

教
育
計
画
論
』
」
（
『
教
育
』
八
一
年
十
一
月
号
）

松
原
浄
郎
・
久
冨
善
之
編
著
『
学
習
社
会
の
成
立
と
教
育
の
再
編
』
（
『
月

刊
社
会
教
育
』
八
三
年
十
月
号
）

　
　
　
二
　
社
会
教
育
・
生
涯
学
習

著
蕃『
社
会
教
育
実
践
と
民
衆
意
識
』
（
草
土
文
化
、
七
七
年
）

編
著
書

『
栃
木
県
芳
賀
町
青
年
団
調
査
報
告
』
（
六
五
年
）

『
社
会
教
育
概
論
』
（
青
木
書
店
、
八
二
年
）

『
現
代
企
業
社
会
と
生
涯
学
習
』
（
大
月
書
店
、
八
八
年
）

『
地
域
か
ら
の
生
涯
学
習
計
画
』
（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
九
〇
年
）

訳
書

J
・
E
・
ト
ー
マ
ス
著
『
日
本
社
会
教
育
小
史
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
観
察
』

（
青
木
書
店
、
九
一
年
、
島
田
修
一
共
訳
）

論
文「
農
村
実
力
派
を
組
織
す
る
も
の
（
上
）
（
下
）
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六

二
年
二
月
号
、
六
三
年
六
月
号
）

「
経
営
伝
習
農
場
の
変
貌
と
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
の
成
立
」
（
宮
原
誠
一
編

『
農
業
近
代
化
と
音
年
の
教
育
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
六
三
年
）

「
農
業
を
守
る
青
年
の
ち
か
ら
（
上
）
（
下
）
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
三

年
四
月
号
、
六
四
年
三
月
号
）

「
農
業
教
育
研
究
の
基
本
的
前
提
」
（
『
現
代
教
育
科
学
』
六
三
年
五
月
号
）

「
共
同
学
習
論
ノ
オ
ト
（
上
）
（
下
）
」
（
『
日
本
社
会
教
育
学
会
紀
要
』
第

二
号
・
第
四
号
、
六
五
年
・
六
七
年
）

「
音
年
団
に
お
け
る
指
導
性
の
間
題
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
五
年
三
月

号
）「
地
域
民
主
主
義
と
公
民
館
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
五
年
九
月
号
、
小

川
利
夫
共
筆
）

「
昭
和
三
〇
年
代
社
会
教
育
学
習
理
論
の
展
開
と
帰
結
（
上
）
」
（
『
東
京
大

学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
巻
、
六
六
年
）

「
農
村
青
年
の
学
習
の
現
段
階
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
六
年
二
月
号
）

「
生
産
大
学
・
農
民
大
学
か
ら
労
農
大
学
へ
（
上
）
（
下
）
」
（
『
月
刊
社
会

教
育
』
六
六
年
六
月
号
、
六
六
年
七
月
号
）

「
農
業
教
育
再
編
と
農
氏
の
学
カ
」
（
『
農
業
経
済
研
究
』
第
三
九
巻
第
二

号
、
六
七
年
九
月
）

「
労
働
者
教
育
の
現
段
階
（
上
）
（
下
）
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
七
年
七
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月
号
、
六
七
年
八
月
号
）

「
共
同
学
習
運
動
の
論
理
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
六
八
年
二
月
号
）

「
社
会
教
育
内
容
編
成
の
基
本
的
視
点
　
　
再
び
生
活
現
実
の
歴
史
化
的

認
識
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
社
会
教
育
学
会
年
報
』
第
十
三
巻
、
東
洋
館
出

版
、
六
九
年
）

「
社
会
教
育
の
理
論
」
（
矢
川
徳
光
編
『
講
座
現
代
民
主
主
義
教
育
』
第

三
巻
、
青
木
書
店
、
六
九
年
）

「
社
会
教
育
実
践
と
民
衆
意
識
・
序
論
（
一
）
（
二
）
（
三
）
」
（
『
月
刊
社
会

教
育
』
六
九
年
三
月
号
、
八
月
号
、
十
月
号
）

「
政
治
教
育
」
（
碓
井
正
久
編
『
教
育
学
叢
審
　
第
十
六
巻
　
社
会
教
育
』

第
一
法
規
、
七
〇
年
）

「
労
働
組
含
教
育
分
析
の
視
点
」
（
『
東
京
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
一

巻
、
七
〇
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「
生
涯
教
育
論
と
学
校
」
（
『
国
民
教
育
』
第
十
号
、
七
一
年
十
二
月
）

「
自
己
啓
発
論
批
判
覚
書
」
（
『
目
本
社
会
教
育
学
会
年
報
』
第
十
六
巻
、

東
洋
館
出
版
、
七
二
年
）

「
自
己
啓
発
と
白
己
教
育
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
七
二
年
二
月
号
）

「
社
会
教
育
の
方
法
」
（
碓
井
正
久
編
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
　
第
十
巻

社
会
教
育
』
東
京
大
学
出
版
会
、
七
三
年
）

「
自
已
啓
発
と
生
涯
学
習
」
（
宮
原
誠
一
編
『
生
涯
学
眉
』
東
洋
経
済
新
報

社
、
七
四
年
）

「
共
同
学
習
か
ら
の
出
発
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
七
四
年
七
月
号
、
百
号

記
念
）
「
社
会
教
育
実
践
分
析
試
論
」
（
五
十
嵐
顕
・
城
丸
章
夫
編
『
講
座
日
本

の
教
育
』
第
九
巻
、
新
日
本
出
版
社
、
七
五
年
）

「
地
域
社
会
教
育
計
画
の
た
め
の
予
備
的
考
察
」
（
『
日
本
祉
会
教
育
学
会

年
報
』
第
二
〇
巻
、
東
洋
館
出
版
、
七
六
年
）

「
現
代
人
権
の
民
衆
的
白
覚
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
七
七
年
一
月
号
）

「
〈
こ
ん
に
ち
の
子
ど
も
と
教
育
を
考
え
る
V
講
座
の
こ
こ
ろ
み
」
（
『
月
刊

社
会
教
育
』
七
九
年
二
月
）

「
社
会
教
育
実
践
の
課
題
－
一
九
八
O
年
代
と
社
会
教
育
実
践
」
（
『
月

刊
社
会
教
育
』
八
O
年
十
一
月
臨
時
増
刊
号
）

「
成
人
教
育
と
大
学
」
（
『
教
育
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
四
号
、
八
O
年
十

二
月
）

「
自
己
啓
発
論
か
ら
学
習
社
会
論
へ
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
八
一
年
六
月

号
）「
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
成
人
教
育
史
断
章
」
（
『
一
橋
論
叢
』
八
六
年
五
月
号
）

「
信
濃
生
産
犬
学
か
ら
二
〇
年
」
（
山
田
定
市
他
編
著
『
現
代
農
民
教
育

論
』
あ
ゆ
み
出
版
、
八
七
年
）

「
現
代
の
企
業
社
会
と
生
涯
学
習
」
（
『
現
代
企
業
社
会
と
生
涯
学
習
』
大

月
書
店
、
八
八
年
）

「
生
涯
学
習
の
権
利
」
（
『
科
学
と
思
想
』
第
七
三
号
、
八
九
年
七
月
）

「
現
代
社
会
と
生
涯
学
習
」
（
『
現
代
教
育
科
学
入
門
』
国
土
社
、
九
〇
年
）

「
地
域
生
涯
学
習
計
画
－
批
判
か
ら
創
造
へ
」
（
『
地
域
・
か
ら
の
生
涯
学

習
計
画
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
九
〇
年
）

「
生
涯
学
習
の
社
会
吏
（
上
）
」
（
『
〈
教
育
と
社
会
V
研
究
』
第
四
号
、
九

四
年
八
月
）

書
評
小
川
利
夫
『
社
会
教
育
と
国
民
の
学
習
権
』
（
『
教
育
学
研
究
』
第
四
一
巻
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第
二
号
、
七
四
年
六
月
）

「
『
戦
後
社
会
教
育
実
践
史
』
に
よ
せ
て
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
七
五
年
一

月
号
）

小
川
利
夫
編
『
現
代
社
会
教
育
の
理
論
』
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
七
七
年
九

月
号
）
「
地
域
建
設
の
展
望
を
し
め
す
－
『
住
民
自
治
へ
の
模
索
』
を
読
ん
で
」

（
『
科
学
と
思
想
』
第
三
二
号
、
七
九
年
四
月
）

「
国
民
に
真
に
開
か
れ
た
大
学
を
も
と
め
て
ー
田
中
征
男
著
『
大
学
拡

張
運
動
の
歴
史
的
研
究
』
」
（
『
教
育
』
七
九
年
四
月
号
）

社
会
教
育
推
進
全
国
協
議
会
編
『
社
会
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
『
月
刊
社

会
教
育
』
七
九
年
十
二
月
号
）

「
技
術
は
人
間
の
証
　
玉
井
袈
裟
男
著
『
自
己
発
見
の
技
術
』
」
（
『
月
刊
社

会
教
育
』
八
一
年
三
月
号
）

津
田
真
徴
編
『
新
世
代
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
と
意
見
』
（
『
如
水
会
々

報
』
八
八
年
三
月
号
）

「
波
多
野
完
治
著
『
生
涯
教
育
論
』
再
読
」
（
『
〈
教
育
と
社
会
〉
研
究
』
第

一
号
、
九
一
年
八
月
）

佐
藤
藤
三
郎
『
私
が
農
業
を
や
め
な
い
理
由
』
（
『
教
育
』
九
四
年
三
月

号
）
「
農
民
教
育
論
の
金
字
塔
－
美
土
路
達
雄
『
農
民
教
育
・
生
活
論
』
」

（
『
教
育
』
九
四
年
十
月
号
）

「
内
橋
克
人
は
詩
人
で
あ
る
－
内
橋
克
人
著
『
共
生
の
大
地
』
」
（
『
教

育
』
九
五
年
十
月
号
）

「
窯
変
・
東
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
史
－
宮
岡
親
平
著
『
だ
れ
が
風
を
見
た

で
し
上
う
』
」
（
『
人
問
と
教
育
』
第
八
号
、
九
五
年
十
二
月
）

　
　
　
三
　
教
育
政
策
・
教
育
法
学

編
著
替

『
資
料
・
目
本
現
代
教
育
史
』
（
第
一
三
四
巻
、
三
省
堂
、
七
四
年
）

『
教
育
の
あ
し
お
と
』
（
平
凡
社
、
七
七
年
）
　
　
　
　
　
　
　
・

論
文「
六
〇
年
代
教
育
改
革
の
特
質
に
つ
い
て
の
ノ
オ
ト
」
（
『
教
育
学
研
究
』

第
三
七
巻
第
三
号
、
七
〇
年
九
月
）

「
現
代
教
育
改
革
の
争
点
－
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
へ
」
（
『
一
橋
論

叢
』
七
一
年
四
月
号
）

「
大
学
こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
」
（
『
教
育
』
七
一
年
八
月
号
・
別
冊
）

「
新
版
・
財
界
の
教
育
提
言
」
（
『
教
育
』
七
二
年
六
月
号
）

「
後
期
中
等
教
育
多
様
化
政
策
解
体
の
自
已
証
明
」
（
『
教
育
』
七
三
年
十

月
号
）
「
多
様
化
政
策
手
な
お
し
の
方
位
」
（
『
教
育
』
七
四
年
七
月
号
）

「
教
育
に
お
け
る
住
民
自
治
」
（
『
季
刊
教
育
法
』
第
十
六
号
、
七
五
年
六

月
）「
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
再
編
成
」
（
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
六
〇
＝
一
号
、

七
六
年
一
月
一
目
）

「
現
代
日
本
教
育
の
基
本
問
題
」
（
『
日
本
の
科
学
者
』
七
八
年
二
月
号
）

「
学
カ
問
題
の
社
会
化
」
（
『
講
座
日
本
の
学
カ
』
第
一
巻
、
目
本
標
準
、

七
九
年
）

「
中
教
審
答
中
の
も
た
ら
す
も
の
」
（
『
教
育
』
七
九
年
六
月
号
）

「
生
涯
教
育
と
放
送
犬
学
」
（
『
季
刊
教
育
法
』
第
三
三
号
、
七
九
年
十
月
）

404



（265）一橋大学名誉教授藤岡貞彦著作目録

「
地
域
形
成
の
教
育
法
社
会
学
的
分
析
」
（
『
講
座
教
育
法
』
第
一
巻
、
総

合
労
働
研
究
所
、
八
O
年
）

「
人
的
能
カ
開
発
論
二
〇
年
の
軌
跡
」
（
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
　
教
育
と

法
と
子
ど
も
た
ち
』
、
八
O
年
二
月
）

「
中
教
審
『
生
涯
教
育
』
小
委
報
告
の
リ
ア
リ
テ
ィ
欠
如
」
（
『
教
育
』
八

一
年
六
月
号
）

「
生
涯
教
育
政
策
の
成
立
」
（
『
季
刊
教
育
法
』
第
四
〇
号
、
八
一
年
七
月
）

「
生
涯
教
育
政
策
の
め
ざ
す
も
の
」
（
『
国
民
教
育
』
第
五
〇
号
、
八
一
年

十
一
月
）

「
生
涯
教
育
政
策
と
社
会
教
育
行
政
」
（
『
日
本
教
育
法
学
会
年
報
』
第
十

一
巻
、
有
斐
閣
、
八
二
年
）

「
生
涯
学
習
の
現
実
性
と
可
能
性
」
（
『
季
刊
教
育
法
』
第
六
三
号
、
八
六

年
七
月
）

「
企
業
社
会
と
大
学
」
（
『
臨
教
審
の
す
べ
て
』
第
四
号
、
八
六
年
九
月
）

「
コ
ン
プ
リ
ヘ
ン
シ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
タ
ー
シ
ャ
リ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
ヘ

ー
英
国
一
自
治
体
の
教
育
改
革
」
（
『
現
代
の
教
育
改
革
イ
ギ
リ
ス
と

目
本
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
八
七
年
）

「
地
域
再
編
と
大
学
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
都
市
・
川
崎
プ
ラ
ン
の
場
合
」

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
八
七
年
三
月
号
）

「
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
湖
畔
で
の
サ
イ
モ
ン
講
話
」
（
『
教
育
』
八
八
年
一
月
号
）

「
生
涯
学
習
政
策
と
高
等
教
育
計
画
」
（
『
日
本
の
科
学
者
』
八
九
年
四
月

号
）「
地
域
生
涯
学
習
計
画
の
社
会
史
的
基
盤
」
（
『
叢
書
　
産
む
・
育
て
る
・

教
え
る
』
第
一
巻
、
新
評
論
、
九
〇
年
）
　
　
一

「
発
題
　
一
九
九
〇
年
代
教
育
改
革
の
焦
点
」
（
二
橋
論
叢
』
九
七
年
十

月
号
）
「
大
学
政
策
史
上
の
汚
点
」
（
『
教
育
』
九
八
年
十
一
月
号
）

書
評
山
住
正
己
編
著
『
学
校
教
育
と
住
民
自
治
』
（
『
季
孔
教
育
法
』
第
二
四
号
、

七
七
年
七
月
）

『
川
崎
教
育
懇
談
会
報
告
審
』
（
『
季
刊
教
育
法
』
第
六
七
号
、
八
七
年
四

月
）「
大
田
尭
・
堀
尾
輝
久
著
『
教
育
を
改
革
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』

を
再
読
し
よ
う
」
（
『
教
育
』
九
七
年
十
一
月
号
）

教
育
時
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

「
一
夜
漬
け
の
生
涯
学
習
論
を
唆
う
」
（
『
教
育
』
八
六
年
六
月
号
）

　
　
　
四
　
環
境
教
育
学

編
著
書

『
全
書
・
国
民
教
育
第
九
巻
公
害
と
教
育
』
（
明
治
図
書
、
七
〇
年
）

『
公
害
授
業
の
実
践
記
録
』
（
「
公
害
と
教
育
研
究
資
料
」
第
一
巻
、
明
治

図
書
、
七
二
年
）

『
〈
環
境
と
開
発
〉
の
教
育
学
』
（
同
時
代
社
、
九
八
年
）

論
文
「
公
害
と
教
育
」
（
『
教
育
』
六
八
年
二
月
号
）

「
新
潟
水
俣
病
判
決
の
意
義
」
（
『
教
育
』
七
一
年
十
二
月
号
）

「
公
害
と
教
師
」
（
『
公
害
研
究
』
第
四
号
、
七
二
年
四
月
）
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「
住
民
運
動
と
教
育
運
動
」
（
『
教
育
』
七
二
年
十
月
号
）

「
公
害
と
た
た
か
う
教
師
像
」
（
『
予
ど
も
の
し
あ
わ
せ
』
七
二
年
十
一
月

号
）「
公
害
学
習
の
成
立
」
（
国
民
教
育
研
究
所
編
『
公
害
学
習
の
展
開
』
草
↓
⊥

文
化
、
七
五
年
）

「
環
境
権
と
教
育
権
」
（
『
国
民
教
育
』
第
二
三
号
、
七
五
年
二
月
）

「
巨
大
開
発
と
教
師
・
住
民
」
（
『
国
民
教
育
』
第
＝
二
号
、
七
七
年
二
月
）

「
『
都
市
の
文
化
』
を
教
育
学
的
に
読
む
」
（
『
教
育
』
七
七
年
十
一
月
号
）

「
高
校
教
育
実
践
に
お
け
る
課
題
学
習
の
系
譜
」
（
『
教
育
』
七
八
年
九
月

臨
時
増
刊
号
）

、
向
目
三
8
箏
∋
旨
冨
一
両
o
o
8
饒
o
目
三
』
署
昌
．
．
（
ま
ミ
婁
ぎ
｝
ミ
さ
ミ
ー

§
－
ミ
ぎ
9
邑
賓
畠
き
葺
く
〇
一
．
ω
’
z
ρ
－
」
竃
－
）

「
地
域
課
題
学
習
の
教
育
的
意
義
」
（
国
民
教
育
研
究
所
環
境
と
教
育
研
究

委
員
会
編
『
地
域
開
発
と
教
育
の
理
論
』
大
明
堂
、
八
五
年
）

「
日
本
に
お
け
る
環
境
学
習
の
成
立
と
展
開
」
（
福
島
要
一
編
『
環
境
教
育

の
理
論
と
実
践
』
あ
ゆ
み
出
版
、
八
五
年
）

「
環
境
学
習
が
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
る
日
」
（
『
教
育
』
八
八
年
十
月

号
、
五
〇
〇
号
記
念
）

「
教
育
に
お
け
る
自
然
の
復
権
」
（
『
教
育
』
九
一
年
三
月
号
）

「
〈
環
境
と
開
発
〉
の
教
育
学
　
　
教
育
的
価
値
の
社
会
的
規
定
性
を
め
ぐ

っ
て
」
（
『
教
育
』
九
五
年
十
二
月
号
）

「
み
ん
な
で
環
境
問
題
に
と
り
く
も
う
」
（
『
人
間
と
教
育
』
第
十
号
、
九

六
年
八
月
号
）

「
ポ
ス
ト
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
段
階
の
環
境
教
育
」
（
『
〈
環
境
と
開
発
V
の

教
育
学
』
同
時
代
社
、
九
八
年
）

「
古
今
伝
授
」
（
『
足
尾
鉱
毒
事
件
現
地
学
習
交
流
集
会
報
告
集
』
、
九
八
年

六
月
）
「
環
境
教
育
と
い
う
希
望
」
（
『
如
水
会
々
報
』
九
八
年
八
月
号
）

書
評
宮
本
憲
一
『
目
本
の
環
境
問
題
』
（
『
教
育
』
七
六
年
三
月
号
）

戸
石
四
郎
『
地
球
化
時
代
と
環
境
教
育
』
・
序
文
（
九
〇
年
三
月
）

田
巾
裕
一
『
石
の
叫
ぶ
と
き
』
・
序
文
（
九
〇
年
三
月
）

教
育
時
評

「
高
校
生
が
ま
も
る
教
育
環
境
権
」
（
『
教
育
』
九
六
年
四
月
号
）

対
談「対
談
　
環
境
・
人
問
・
教
育
」
（
『
教
育
』
七
八
年
六
月
号
）

「
対
談
　
い
ま
こ
そ
真
の
総
合
学
習
を
」
（
『
生
活
教
育
』
九
八
年
十
一
月

号
、
六
〇
〇
号
記
念
）

　
　
　
五
　
青
年
期
教
育
論

論
文「
青
年
期
教
育
の
内
容
づ
く
り
を
も
と
め
て
」
（
『
教
育
』
六
八
年
二
月
臨

時
増
刊
号
）

「
青
年
期
教
育
に
お
け
る
『
学
習
』
と
『
教
授
』
」
（
『
青
年
期
教
育
研
究
』

第
二
号
、
七
四
年
一
月
）

「
教
育
を
人
問
の
場
に
教
育
の
場
に
人
問
を
」
（
『
教
育
』
七
八
年
八
月

号
）
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「
発
題
　
大
学
教
育
を
教
育
科
学
研
究
の
対
象
に
」
（
『
教
育
』
七
八
年
十

月
臨
時
増
刊
号
）

「
と
も
に
生
き
る
」
（
『
教
育
』
八
一
年
一
月
号
）

「
転
換
期
の
教
育
学
を
も
と
め
て
」
（
『
教
育
』
八
三
年
八
月
号
）

「
教
師
に
学
ぷ
」
（
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
編
『
共
に
育
つ
』
第

一
集
、
八
八
年
）

「
『
学
カ
ヘ
の
挑
戦
』
に
た
ち
も
ど
る
」
（
『
教
育
』
九
四
年
五
月
号
）

「
ア
ナ
ロ
グ
世
代
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
世
代
と
の
対
話
」
（
『
教
育
』
九
六
年
五

月
号
）
「
同
問
同
機
」
（
教
育
実
践
検
討
会
編
『
問
い
続
け
る
わ
れ
ら
1
学
校
か

ら
、
企
業
か
ら
・
地
域
か
ら
』
、
九
八
年
）

書
評「
教
育
と
は
〈
共
に
生
き
る
〉
こ
と
－
菅
　
龍
一

カ
主
義
を
こ
え
て
』
」
（
『
望
星
』
七
六
年
五
月
号
）

『
生
徒
と
と
も
に
能

『
講
座

現
代
高
校
教
育
』
（
『
現
代
と
恩
想
』
第
三
七
号
、

六
　
時
評
そ
の
他

七
九
年
九
月
）

著
書
『
教
育
を
人
問
の
場
に
』
（
藤
岡
先
生
退
官
記
念
行
事
実
行
委
員
会
刊
行
、

九
八
年
）

教
育
時
評

「
地
域
の
個
性
の
発
見
」
（
『
住
民
と
自
治
』
八
一
年
五
月
号
）

「
富
士
見
中
問
題
解
決
の
曙
光
」
（
『
教
育
』
八
六
年
五
月
号
）

「
そ
し
て
学
生
の
問
い
か
け
が
の
こ
。
た
」
（
『
教
育
』
八
六
年
七
月
号
）

「
歌
集
『
冬
の
教
室
』
に
寄
せ
て
」
（
『
教
育
』
八
六
年
九
月
号
）

コ
一
た
ぴ
三
た
び
魯
迅
を
L
（
『
教
育
』
八
九
年
九
月
号
）

「
我
々
は
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
（
『
教
育
』
九
六
年
五
月

号
、
六
〇
〇
号
記
念
）
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